
●第3回幼児の生活アンケート・国内調査�

木村　治生 （1～3節）�

第　3　章�

父親のかかわり�



●第3回幼児の生活アンケート・国内調査�

― 98 ―

子どもにとっての父親は、母親とともに重
要な子育ての担い手である。しかし、ともす
ると、これまで日本では、父親の存在感が薄
くなりがちであった。ドイツの精神分析学者
ミッチャーリヒ（A. Mitsherlich）は、産業
が発達した近代社会では、父親が生き方のモ
デルになりにくくなると指摘している。多く
の父親が自律的な生産者から賃金労働者に変
わり、子どもが親の仕事を受け継ぐというこ
とが少なくなる。また、職住が分離し、父親
の姿が子どもにとって見えにくくなるためで
ある（小見山実訳『父親なき社会―社会心理
学的思考―』新泉社、1972年）。日本では、
このような近代化の進展に加え、男性の労働
時間が他の先進諸国に比べて長い傾向があ
り、家庭での役割を十分に担わない父親が多
かった。そのために、母親に依存する子育て
や母子の過度な密着などが社会問題になって
きた。ところが、近年では、若い世代を中心
に父親の子育て参加が増えているという統計
もある（総務省「社会生活基本調査」、詳細
は内閣府『国民生活白書（平成17年版）』
2005年を参照）。
それでは、実際に、今の父親たちは家事や
育児にどのようにかかわり、母親はそれをど
のように認識しているのだろうか。本章では、
母親に対する父親の精神的サポートの状況、
家事・育児の参加状況、それらに対する母親
の満足度や父親に対する要望などについて考
察していくことにする。なお、ここでは、母
親の認知や意識について検討するために、分

析の対象を母親に絞った。このため、実態と
は多少のずれが生じる可能性がある。たとえ
ば、実際には父親の家事・育児参加の時間が
増えていたとしても、母親の要求レベルが高
まることで「夫の参加の程度は不十分である」
と考えるかもしれない。実態をとらえようと
する場合は、この点に留意する必要があろう。
そうはいっても、乳幼児期において子育ての
中心的な役割を担うことを求められる母親た
ちが父親のかかわりをどのように認知してい
るかをとらえることは、母親自身が安定した
育児を行う環境を考えるうえで重要である。
それゆえ、本章では、母親たちの認識をもと
に、父親は何をすればよいのかを考えていき
たい。

●○ 08割弱の父親が母親の子育てに
共感している

最初に、母親たちは父親の精神的なサポー
トをどのように感じているのだろうか。図
03 －01 －01をみると「子育てに関する考え方に
共感してくれる」（78.5％、「とてもそう思う」
＋「まあそう思う」割合、以下同様）、「育児
の悩みの相談にのってくれる」（72.6％）、
「子どもの一日の様子を聞いてくれる」（72.5％）
などの項目で、およそ04人に03人が肯定して
いる。「子育ての大変さなど私の苦労を理解
している」（64.6％）、「育児生活上のストレス
発散ができるように配慮してくれる」（58.7％）
は肯定する割合が下がるものの、総合的にみ

多くの母親が父親の精神的サポートの存在を実感しているが、00年と05年の
比較では、ほとんど変化がみられない。また、父親が家事や育児に参加する頻
度も、この5年間でほとんど増えていない。全般的にみて、父親のかかわりは、
この5年では変化がないといえる。�
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■図3－1－1　育児への精神的サポート（05年）�

■図3－1－2　育児への精神的サポート（5年比較）�
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（サンプル数 2846人）�注 1 ）配偶者がいる母親の回答のみ分析。�
注 2 ） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�
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れば多くの母親が父親に心理面で支えられて
いるという実感をもっているようだ。ただし、
すべての項目で「そう思わない」（「あまりそ
う思わない」＋「ぜんぜんそう思わない」）
という回答も02 ～04 割程度はあり、父親の支
援を受けられない状況で育児をしている母親
が一定の割合でいることにも注意したい。

●○精神的サポートの状況は、この05年で
変化していない

それでは、このような精神的サポートは、
経年ではどのように変化しているのだろう
か。この項目は00年から設けられたものなの
で、この05 年間での変化をみることにする。

1999年の厚生省（現：厚生労働省）の少子化
対策のキャンペーン「育児をしない男を、父
とは呼ばない」に象徴されるように、政府は
この05 年の間に父親の育児参加の必要性を啓
発してきた。このような施策は、父親たちを
変えるだけのインパクトがあったのだろう
か。
図03 －01 －02をみると、精神的サポートの

状況は高い水準を維持しているとはいえ、こ
の05 年では大きく変化していないことがわか
る。むしろ、数ポイントの範囲であるが「そ
う思う」（「とてもそう思う」＋「まあそう思
う」）の比率が下がっている項目が多く、父
親の支援を実感している母親が増えていると
はいえそうにない。実際に父親が心理面での

父
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支援を十分にしなくなった結果なのか、父親
自身は変わっていないのに前述した少子化対
策が母親の要求水準を高めた結果なのかは、
わからない。しかし、社会的に父親の育児参
加の必要が喧伝されるなかでも、母親が実感
する父親の精神的サポートの程度は変化して
いないようである。

●○家事よりも育児に参加する比率が高い

つづいて、父親の家事や育児への参加状況
がどのようになっているのかをみてみよう。
図03 －01 －03は、05年の結果を示している。
多少なりともかかわっている比率に注目する

ため、「ほとんど毎日する」＋「週に03 ～05 回
する」＋「週に01 ～02 回する」割合が多い順
に項目を並べた。また、「ごみを出す」と
「子どもが病気の時、面倒を見る」の02 項目
は、選択肢が異なるので別にして示した。
さて、上位の項目を概観すると、「子ども

を叱ったり、ほめたりする」「子どもと一緒
に室内で遊ぶ」「子どもをお風呂に入れる」
「子どもと一緒に外で遊ぶ」など、育児に関
連する項目が中心になっていることがわか
る。それに対して、家事でしている比率が高
いのは、「買い物をする」（55.4％）、「ごみを
出す」（55.6％、「いつもする」＋「ときどき
する」割合）の02 項目で過半数を超えるもの

■図3－1－3　父親の家事や育児への参加状況（05年）�
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の、「食事の後片付けをする」「掃除をする」
「食事のしたくをする」は、「ほとんどしない」
が06 ～08 割程度になっている。このように、
父親の家庭での仕事は、家事よりも育児に関
連するもののほうが、頻度が高い。

●○家事参加や育児参加も増えていない

次に、父親の家事や育児への参加状況につ
いても、5 年間の変化を確認しよう。図03 －
01 －04は、上の09 項目は「ほとんど毎日する」
＋「週に03 ～05 回する」＋「週に01 ～02 回す
る」割合、下の02 項目は「いつもする」＋「と
きどきする」割合について、00年と05年を比

較したものである。ここからは、わずかに
「ごみを出す」の01 項目が10.5ポイント増加
しているだけで、他の項目はほとんど増減し
ていないことがわかる。せめて「ごみ出し」
くらいはという意識は高まっているのかもし
れないが、全体的には父親の家事や育児への
参加が増えているとはいえない状況である。
母親に対する精神的サポートの程度が増加

していないのと同様に、少子化対策の一環と
して家庭内での家事分担や父親の育児参加の
必要性が強調されているにもかかわらず、そ
うした社会環境の変化の影響が十分に表れて
いるとはいえない結果である。

■図3－1－4　父親の家事や育児への参加状況（5年比較）�
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●○家事・育児への参加と精神的サポート
には関連がある

これまで、精神的サポートの状況、家事参
加・育児参加の状況を概観してきたが、それ
ぞれの関連はどうなっているのだろうか。以
下では、父親の精神的なサポートを感じてい
る母親とそうでない母親で、父親の家事・育
児の参加状況がどのようになっているかをみ
ていくことにする。
そのために、最初に、精神的なサポートの

程度と家事・育児の参加程度を段階化した。
精神的サポートについては、図03 －01 －01の05
項目について、「とてもそう思う」を04 点～
「ぜんぜんそう思わない」を01 点として得点
を合計した。これにより、すべての項目に
「とてもそう思う」と回答した20点から、す
べての項目に「ぜんぜんそう思わない」と回
答した05 点までの範囲で、得点が高いほど精
神的なサポートを感じていることを表す尺度
（精神的サポート得点）ができる。さらにそ
のうえで、各群がおよそ03 分の01 ずつになる
ように区分し、「精神的サポート・低群」「精
神的サポート・中群」「精神的サポート・高
群」と名づけた。
これと同じ手続きで、家事参加の状況につ

いては、「買い物をする」「食事の後片付けを
する」「掃除をする」「食事のしたくをする」
「ごみを出す」の05 項目を得点化して尺度（家
事参加得点）を作り、各群が03 分の01 ずつに
なるよう「家事参加・低群」「家事参加・中
群」「家事参加・高群」を設定した。また、
育児参加の状況については、「子どもを叱っ
たり、ほめたりする」「子どもと一緒に室内
で遊ぶ」「子どもをお風呂に入れる」「子ども
と一緒に外で遊ぶ」「子どもを寝かしつける」
「子どもが病気の時、面倒を見る」の06 項目
を得点化して尺度（育児参加得点）を作り、

「育児参加・低群」「育児参加・中群」「育児
参加・高群」を設定した。
以上をもとにして、図03 －01 －05では精神

的なサポートの程度別に家事参加の状況をみ
た。この図からは、精神的なサポートを実感
していない下位03 分の01 にあたる「精神サポ
ート・低群」では、父親の家事参加も十分で
はないことがわかる。一方、精神的なサポー
トを実感している上位03 分の01 にあたる「精
神的サポート・高群」では、比較的、家事に
参加している父親が多い。ちなみに、精神的
サポート得点と家事参加得点の相関係数は
0.339であり、両者は関連していることがわ
かる。
同じように、精神的なサポートの程度別に

育児参加の状況をみたのが、図03 －01 －06で
ある。ここでも、精神的なサポートをあまり
感じていない「精神的サポート・低群」では、
育児参加の程度が下位03 分の01 であることを
示す「育児参加・低群」が06 割弱にのぼる。
この割合は、「精神的サポート・高群」では
01 割にすぎない。さらにこの群は、「育児参
加・高群」が55.9％に達しており、精神的な
サポートをしている父親は育児にも十分にか
かわっていることが示されている。精神的サ
ポート得点と育児参加得点の相関係数は0.512
であり、やや強い関連がみられた。
こうした関連は、何を意味するのだろうか。
母親に対する父親の支援は、単純に心理面

への働きかけだけで成立するものではない。
多くの場合は、言葉で共感や理解を表すだけ
でなく、父親が家事や育児を担ってはじめて、
母親は精神的にも支えられていることを実感
するのだと推察される。また、共同で家事や
育児を行うことにより、信頼関係がいっそう
強固になるものと考えられる。この意味で、
行動をともなったサポートをすることが重要
だと考えられる。



●第3回幼児の生活アンケート・国内調査�

― 103 ―

■図3－1－5　精神的なサポートと家事参加状況の関連（05年）�
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注1）「精神的サポート」の3区分は、図3－1 －1の 5項目を得点化し、各群がおよそ3分の1ずつになるように設定
した。同様に、「家事参加の状況」の3区分も、該当5項目を得点化し、各群がおよそ3分の1ずつになるよう
に設定した。いずれかの項目で無答不明だった人は、分析から除外した。�
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注3） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�

■図3－1－6　精神的なサポートと育児参加状況の関連（05年）�
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前節では、精神的なサポートの状況、家事
や育児参加の状況が、この05 年間でほとんど
変化していない様子を示した。それでは、こ
のような状況に対して、母親たちは満足して
いるのだろうか。また、父親に対して、もっ
と家事や育児に参加してほしいと考えている
のだろうか。ここでは、父親の家事・育児参
加に満足しているか、今まで以上に参加して
ほしいという要望があるかどうかについて検
討しよう。

●○家事・育児参加に対する満足も
父親への要望も変化していない

図03 －02 －01は、父親の育児参加に対する
満足度を00年と05年で比較したものである。
「満足している」（「とても満足している」＋
「まあ満足している」割合、以下同様）とい
う回答は、00年61.0％から05年61.4％と、ほ
とんど変化がないことがわかる。満足と不満
足の割合はおよそ06：4 となっており、満足
している母親が多い。
さらに、育児参加に対する要望を経年比較

した結果が、図03 －02 －02である。「父親に対
し育児にもっと参加してほしいと思うか」と
いう問いに「とてもそう思う」と回答する母
親は03 割弱、「まあそう思う」と回答する母
親は05 割程度で、こちらもこの05 年での変化
は小さい。父親の育児参加の現状に対しては
06 割が「満足している」にもかかわらず、8

割弱の母親は父親にもっと参加してほしいと
考えている。
つづいて、父親の家事参加についてたずね

た。図03 －02 －03は、家事参加の満足度を経
年で比較したものである。「満足している」の
は00年49.5％、05年49.0％と、こちらも経年
での変化がほとんどない。育児参加の満足度
と比べると01 割くらい「満足している」の数
値が低いが、これは先にみたように育児参加
に比べて家事参加の頻度が低いためであろう。
家事についても、もっと参加してほしいと

思うかたずねた。図03 －02 －04に示されてい
るように、「とてもそう思う」2 割、「まあそ
う思う」4 割05 分の割合は、5 年間で変化し
ていない。興味深いのは、満足度が比較的高
い育児参加への要望よりも、満足度が低い家
事参加に対する要望のほうが10ポイント程度
低いことである。育児は満足していてもさら
なるかかわりを求める傾向が強いのに対し
て、家事は満足度が低めであっても強く要求
しない様子を表している。父親の育児参加は、
母親にとってそれだけ優先順位が高い要求だ
と考えられる。
以上のように、家事、育児ともに父親のか

かわりに対する満足度も、父親に対するいっ
そうの要望も、この05 年ではほとんど変化が
みられなかった。こうした結果は、前節でみ
たように、精神的なサポートの状況や家事・
育児の参加実態に変化がないことを反映して
いるのかもしれない。

　6割の母親が、父親の育児参加に対して「満足している」と回答している。し
かし、育児にもっと参加してほしいという要望も、8割弱の母親がもっている。
家事参加に対する満足度は5割と、育児参加の満足度よりも低いが、家事にもっ
と参加してほしいという要望を表明する母親は6割5分である。これらの割合
は、5年前と比べて、ほとんど変化していない。�
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■図3－2－1　父親の育児参加への満足度（5年比較）�

  とても満足している まあ満足している あまり満足していない  �

00年（1535人）�

05年（2186人）�

●父親の育児参加に満足しているか�

注）配偶者がいる母親の回答のみ分析。�

14.2 46.8 27.4 11.5 　0.1�

　15.4  　　46.0  　　　　　　26.4 　　　 11.9　　0.4

無答不明�
ぜんぜん満足していない�

（％）�

■図3－2－2　父親の育児参加に対する要望（5年比較）�

  とてもそう思う 　　　まあそう思う　　　　 あまりそう思わない�

00年（1535人）�

05年（2186人）�

●父親に対して育児にもっと参加してほしいと思うか�

�

注）配偶者がいる母親の回答のみ分析。�

無答不明�
ぜんぜんそう思わない�

（％）�

■図3－2－3　父親の家事参加への満足度（5年比較）�

  とても満足している　まあ満足している　　　　　あまり満足していない  �

00年（1535人）�

05年（2186人）�

●父親の家事参加に満足しているか�

注）配偶者がいる母親の回答のみ分析。�

無答不明�
ぜんぜん満足していない�

（％）�

■図3－2－4　父親の家事参加に対する要望（5年比較）�

  とてもそう思う 　まあそう思う　　　　　　　　あまりそう思わない  �

00年（1535人）�

05年（2186人）�

●父親に対して家事にもっと参加してほしいと思うか�

注）配偶者がいる母親の回答のみ分析。�

無答不明�
ぜんぜんそう思わない�

（％）�

　28.3 　　　　　　　　　　50.4 　　　　　　　　17.5　　 　0.3�

27.9 　　　　　　　　　 49.4 　　　　　　　　19.2　　　　　0.3

　10.9 　　　　　　　38.6 　　　　　　　　　　　33.1 　　　　　　　17.4　　　 0.1�

8.8 　　　　　　　40.2　　　　　　　　　　　 32.3 　　　　　　　18.4 　　　0.3�

�

20.6 　　　　　　　 45.2 　　　　　　　29.1 　　　　 4.9　0.3�

　20.9 　　　　　　　 45.9 　　　　　　　 29.1　　　　　　　0.5

3.5

3.6

3.2
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●○父親の育児参加の満足度が高いと、
育児不安が低減する

では、父親の育児参加に対する満足度の高
低は、母親の心理状態にどのような影響をも
たらすのだろうか。このことを検討するため
に、満足度が高い群（満足群＝「とても満足
している」＋「まあ満足している」と回答し
た者）と低い群（不満足群＝「あまり満足し
ていない」＋「ぜんぜん満足していない」と
回答した者）に分けて、子育て意識の差を検
討した（図03 －02 －05）。図をみると、満足群
は子育てに対する肯定的な感情をもちやす
く、不満足群は否定的な感情をもちやすい傾
向があることがわかる。
ここでは、育児不安に関連する05 項目に注

目して、数値を確認しよう。「子どもが将来
うまく育っていくかどうか心配になること」
（満足群61.2％＜不満足群68.2％、「よくあ
る」＋「ときどきある」割合、以下同様）、
「子どもがわずらわしくていらいらしてしまう

こと」（54.3％＜63.4％）、「子どものことでど
うしたらよいか分からなくなること」（54.8
％＜62.5％）、「子どもに八つ当たりしたくな
ること」（51.2％＜58.5％）、「子どもを育てる
ためにがまんばかりしていると思うこと」
（32.1％＜47.4％）など、いずれの項目も満足
群のほうが、育児不安についての数値が低く
なっている。以上から、母親が否定的な感情
を強めず、肯定的な感情をもって安定した子
育てをするためには、父親の育児参加が重要
であることがわかる。
しかし、父親の育児参加に対する満足度は、
何もしなければ高まらない。当然のことであ
るが、実際に父親がどれくらい育児に参加し
ているのか、その程度に依存する。父親が積
極的に育児に参加していれば、父親の育児参
加に対して母親の満足度も高まる傾向があ
る。母親が父親に対して信頼感をもち、安定
した心理状態で子育てをするためにも、父親
は育児の一端をきちんと担う必要があるとい
えるだろう。

■図3－2－5　母親の子育て意識（父親の育児参加に対する満足度別　05年）�
（％）�

満足群（1789人） �
不満足群（1049人）�

注1）「よくある」＋「ときどきある」の％。�
注2）「満足群」は父親の育児参加に対する満足度をたずねる項目で「とても満足している」「まあ満足している」と回答し

た人、「不満足群」は「あまり満足していない」「ぜんぜん満足していない」と回答した人を示す。�
注3）配偶者がいる母親の回答のみ分析。�
注4） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�

0 20 40 60 80 100

子どもがかわいくてたまら�
ないと思うこと �

子どもを育てるのは楽しく�
て幸せなことだと思うこと �

子どもと遊ぶのはとても�
おもしろいと思うこと �

子育てによって自分も成長�
していると感じること �

自分の子どもは結構うまく�
育っていると思うこと �

子どもが将来うまく育って�
いくかどうか心配になること �

子どもがわずらわしくて�
いらいらしてしまうこと �

子どものことでどうしたら�
よいか分からなくなること �

子どもに八つ当たりしたく�
なること �

子どもを育てるためにがまん�
ばかりしていると思うこと 

                        98.5�

                                                                                  94.9�

                  93.2�

                   82.8 �

                 81.1 �

       61.2 �

                             54.3  �

              54.8�

         51.2 �

32.1 

                   97.6 �

            91.6 �

         89.6 �

                                      76.1 �

                                  73.4 �

                           68.2 �

                      63.4 �

                    62.5 �

               58.5 �

47.4 
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総務省「社会生活基本調査」によると、子
どもがいる世帯の夫の01 日あたりの労働時間
は、1991年から2001年にかけてほとんど変わ
っていない（1991年7.7時間→1996年7.6時間
→2001年7.7時間）。父親の育児参加の重要性
が強調されるようになっても、労働環境はあ
まり変わっていない様子がうかがえる。
それでは、父親の働きすぎは、子育てにど

のような影響を与えるのだろうか。ここでは、
労働時間の長短に関連があると考えられる
「帰宅時刻」の違いに注目をして分析してい
くことにする。

●○帰宅時刻は分散が大きい

まず、父親の帰宅時刻について、今回の調
査結果をみてみよう。図03 －03 －01に示され
ているように、帰宅時刻は「21時台」をピー
クとしているが、山はそれほど高くない。「19
時台」から「23時台」までは01 割台で推移し
ており、分散が大きいとみることができるだ
ろう。「18時台」から「19時台」といった早
い時間帯に帰宅する父親も合わせると02 割弱
いるが、「23時台」を過ぎて帰宅する父親も
02 割程度いるといった状況である。

父親の帰宅時刻は分散が大きく、「18～19時台」に帰る父親は2割弱いるが、
「23～1時台」といった遅い時間帯に帰る者も2割程度いる。帰宅時刻が早い
かどうかによって、とくに育児への参加頻度が大きく異なる。早い時間帯に帰
る父親は子どもとよくかかわっているが、遅い時間帯に帰る父親は十分なかか
わりがもてていない。子どもとのかかわりを増やし、母親の心理的な不安を低
減するためには、早めの帰宅が望ましい。�

■図3－3－1　父親の帰宅時刻（05年）�
（％）�

注1）配偶者がいる母親の回答のみ分析。�
注2） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�
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